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保育~－の保育行為の背景となる認知的側面は．子ども認知l，信念，実践的知識，子

ども理解などテーマや領域ごとに研究されてきたむそこで本稿では，保育1当の fども

理解に基づいた保育行為を体系的に捉えるために，これまでの研究を整理するごとに

よって，今後の保育研究に関する研究課題を検討したc 従来の研究では司保育者の保

育行為の背景となる認知的側面に関する概念が整理されておらず、実践に関する認知

的側面を動的なものとして捉えられていない。また，その動的な認知的側面の獲得さ

れる過程が明確にされていないと考えられた。そして，これらの問題点の改善するた

めに‘人の経験や知識を元に作りJ：げられた心的枠組みであるメシタルモデルという

概念を提案したc 教師や専門家の持つメンタルモデルを検討した研究から，第→ーに．

認知的側面iの顕在化により自分自身の問題点の修正が容易になること，第一二に，経験

による変化の過程を捉えることができること 2 第三に、他1iとの比較検討・共有がで

きる三とが示されたc 以上より，保育苔の子ども理解に基づく保育行為を捉える槻念、

としてメンタルモデルが有効であると考えられたc

キーワード・保育者，子どち理解．知識‘信念，メンタルモデル

保育者の認知に関する研究

保育者の保育行為の背景となる認知的側！Aiは，テーマや領域ごとに研究されてきたむそのため司

各研究の:Iii見が関連卜！けられておらず．保育者の子ども瑚解に基づいた保育行為の全体像をtf'.:11医す

るととが困難である。そ乙で司 Zド研究では，保育省の子ども理解に基づいた保育行為を体系的に捉

えるために、これまでの研究を整坪することによって．今後の保育省研究に関する研究謀総を検討

することをH的とするc

中島（2001｝は‘保育行為とは， f子どもを観察すること，［子どもを埋解守ることー「子どもを援

助する二とJから成り立コ。 ｛－どもを援助する同的のために，まず子どもを観察する三と、そして

子どもを限解すると同時に．どう援助したらよいかという桁を総じて可保育行為の木分離性と述べ

ている E このことからも 保育賓の子どもへの関わりである保育行為とその背崇にある側々の保育

者ーの子どもの認知や、保育観や発達観といった信念は．相互に関連しており．その関連性も踏まえ
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た全体像を示していく必要がある＝

保育者が子どもをどのように提えているのかという子ども認知については．行動特徴や特性の従

え ｛秋田・安見，1997）と．保育者と子どもの関係性の認知1(Dobbs ＆八mold、2009;Ho~悩，Phillipsen, 

& Pcisner-Feinber呂、2000;Pianta, 1994）という視点から研究されてきたε

秋田 ・安見（1997）は，保育省が園児の特徴（行動 ・特性）についてどのような認知枠組を持って

いるかについて検討したむ その結果，保育おにより．クラスの子どもを捉える際の重視する枠組み

にlま．独自性と共通性があること，個々の子どもの特徴の分化の程度が異なることを明らかにして

いるc 保育者と子ども間の関係性の認知については．多くの研究がPianta(2001）のStudent-Teacher

Relationship Scale (STRS）を用い，保育者が対象児の子どもとどの程度関係性を築いていると認知し

ているかを，「綬¥if＇；性J 「I育j避t±J「依存性Jの 3因子で説明をしているc STRSを用いた研究では，

fどもの社会的コンビテンスや問題行動との関連が示されているc ヱのように‘保育.x－の子ども認
知に関する研究は，その捉え方には個人差があること，子どもの行動に影響を与えることから． 保

育における子ども認知の重要性を示している。しかしながら，これらの研究では，実際の状況や文

脈のある保育行為との関連は示されていない。そのため， 保育省ーが対象児を総体的に捉えた場合に

限定した子ども認知であるといえるc

また，子どもをどのように捉えるかについて，実践現場ではー般に． 子ども理解や幼児理解とい

う用語で扱われているc渡辺（2000）は，保育おに求められる子ども理解の視点として． ①保育11と

の信頼関係＇ ~－子ども他人の発達段階や発達のベースの把握， ③遊び課題の把握，＠仲間関係の把

揮，⑤クラスの育ちの把探．⑤家庭療境の把握．⑦現象薗での理解の7点を挙げ，これらの視点は可

③を基盤にしながら段階的に進んでいくこと，各視点は独立しているのではなく相互に関連性を持

っていると述べているc 実践現場や保育研究で多用されている子ども開解について．その構成要素

を分類し，それぞれの特徴をぶした点においては意義があると忠われる。しかしながら．上記の 7

つの視点は，実証的に検討されたものではないため．視点の獲得または変容の段階性や具体的な保

育場面での各視点の利用について検証していく必要があるc

保育者が持つ子どもに対する発達観や自分自身の保育に対する保育観，または制人の価値観など

の信念 （TeacherBelieぬ）は，保育実践全般に重要な影響を与えるものとして多くの研究がなされて

きた （Charlesworth,Hart, Burrs, Thomasson, Mosley, & Fleege, 1993；梶間 ・杉村・ 後藤 ・ 古田 ・ 桐 ~[J ,

1990；，件tj-j：・松良，2005：、 Sakellariou& Rentzou, 2012；杉村・刷ill,l99L Vartuli, 1999), 

信念に関する研究では．子どものどの側面に対しての保育者の信念であるのかに分けて検討され

ている$例えば.Lim (2010）は子どもの能力（リテラシー）の発達に関して， Lee& Ginsburg (2007) 

は，家庭の経済状況が異なる子どもに対する算数指導に関して検討しているc また‘能力などに焦

点化した信念とは異なり， より広範1rnな子どもに対する信念として，年齢や行動符性についての併

念も検討されてきている（杉村 ・桐ilJ,199l;Vartuli, 1999）ε これらの保育さまの信念には． 保育~－ 自身

の経験や保育経験年数が大いに影響し， 個人羨が大きいことも示されているc まとめると， 保育蓄

は子どもの能力や，行動． 年齢に応じた発達に対してどうあるべきか，どのように指導すべきかと

いったそれぞれ異なる考え方や価値観を持っており．それは保育行為への基準として個々の保有者
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の中に位置ゴげられているc

k述の保育(Iiの信念に関する研究も合め． 近年の実践の説明責任や根拠に基ゴく実践への流れを

受けて.Teacher Beliefs!Q-sortやTeacherBeliefs Scalesといった尺度を矧いた検討や尺度開発が盛ん

に行われている（Rimm-Kaufman,Storm, Sawyer, Pianta. & LaParo司2006)eこのように． 保育行為の背

景となる認知的側面を顕在化させる試みは.f果音＂-Mーの専門性向上にとっても非常に重要なことであ

ると思われるむ l二述のように，保育者は子どもに対して．また指導に対して多様な信念を待ち合わ

せている＝実際の保育場内では，それらすべてを重視するわけではなく ，文脈や状況の認知に合わ

せて、ここでは何を優先すべきかと常に思考しているe 個々の保育者によっても差異が生じ得る状

況に応じた信念の優先性を示していく ことや．経験とともに変化する信念がどのように精微化され

ていくのかを示すことが，より根拠に基づく実践，保育おの専門性を明示化できると考えられるc

子どもの発達とはどのようなもので，どのような終路をたどるのか．また、 子どもへの指導や支

援を具体的にどうすればよいか等の保育方法については，実践的知識として研究が行われてきた

｛志貨，l996; iiri漬，2000：，吉田，1994).i需演（2000）は，保育者は経験年数とともに，一般的な子ども

の特性や発達段階に関する知識と． 子ども伽｜別の情報．例えば家庭の状況や行動特性などを機造化

した知識として持つようになり，それを元に子どもを理解していることを明らかにしたc このこと

からも，これまで既有知識と現在の子どもの情報，いわゆる上述の子ども認知で得られた情報を組

み合わせたものを知識として． 保育行為に結びつけていると考えられる。知識は，信念と異なり教

え伝えることで， 他手？にとって利用可能なものとなる。そのため，義成の際にどのような知識が習

得 ・蓄積可能かを検討するととが必要だろうι また，知識を持っていても，それをどのように活用

しているのか，また，どのように組み合わせて保育行為につなげているのか， 高演（2000）のいう知

識の構造化の構築過程についても検討していく必援がある。

以上のように．保育行為の背景となる認知的側面は．保育-ti・の専門性を示す重要な要素である。

しかし，保育者の信念や知識， 子ども理解などの槻念は，包括的で綬昧であり研究テーマや領峻

によって怒意的に佼－われている。また，各概念聞の関係性や遺，いについて 卜分に議論されておらず．

それぞれ例別に扱われるか．「実践知jとして広義に扱われることが多いεそのため， 保育行為の背

長となる認知的側u'!iの全体像を杷握することが難しくなっているz これまでの研究の不足している

点としては，以下のことが挙げられる E

第一に，保育者の持つ実践に関する認知的側面を動的なものとして抗えられていないことであるz

問凹・中即（2008）は， 保育における幼児理解とは，保育行為の中で積み上げられる ｜その子」に関

する情報を．これまでの保育苫自身の中での理解を照らし合わせ，修正し司新しい理解を構成して

いくもので．それは常に腎定的で．かかわりを通して再構成し続けるものであると指摘しているc

このように、 保育おが示す緩数の子・立てやかかわりの背景には， それを選択決定する流動的な過程

が存住すると考えられるe これまでの子ども認知や知識．信念に関する研究では，ある場l爾や属性

の持つ認知的側面の特徴にコいて示しているε つまり．静的な状態として示されていることに留ま

っているといえるe 保育必の保育行為が．状況に応じた臨機応変なものであるとするなら，その背

j誌にある認知的側面を動的なものとして捉える必要があるe 先行研究では，保脊省がどのような知
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識や信念など. (i•Jを持っているかについては検討されてきているc 今後は可保育斉が令しでいる子

ども認知や知識．信念を状況に応じてどのように使っているのか．保育行為との関連のl~J でどのよ

うに機能しているのか、行為と認知の相瓦の関連を捉えることで動的な認知的側測を明らかにして

いく必安があるε

第二に，保育者の持つ実践に関する動的な認知的側面の獲得過程が明確にされていないことであ

るc 子ども認知や知識．信念が重要であることがわかっていても‘保育者になる前f：..また保育行

になってからどの時点で，どのようにそれらが獲得されるか，その過程については不明瞭なままで

あるι 高j寅（2000）は、保育~·の知識や保育1二の手がかりやこつは， どのようなきっかけによって，

いかに獲得されていくのか． さらに‘どのように変化していくのか，指導ヒ困難をきたした経験以

外にいくつか要因がある三と．そしてこれは職業上の危機とも絡む問題であり，今後焦点化してい

くことで初心者の資源としで生かすようなシステム開発の必要性を述べている＝三のように，動的

な認知的側面の獲得過程，変化のプロセスをぷすととで、これまで明示的に示きれにくかった保有

者の専門性の発達経路が明らかになり，養成段階や保育研修での学習フログラムに具体的な提言が

可能になると考えられるc

メンタルモデルとその利点

以ヒのように.＝れまでの研究に不足している点は，保育者の保育行為の背長となる認知的側面

に関する概念が整理きれておらず，実践に関する認知的側雨iを動的なものとして捉えられていない

こと，また，その猿得過程が明確にされていないことが考えられたュそこで．本節ではこれらの問

題点を改善するための概念としてメンタルモデルを提案したいc

人は情報理解や情報処理を行う際に，何らかの前提から結論を導き出そうとするc このとき人が

前提とするものは．これまでの経験や知識を元に作り上げられた心の中に持つ表象の心的枠組みで

あり，これをメンタルモデル（mentalmodel）と呼ぶ (Johnson-LairdヲJ983)c外界の情報理解や情報処

理過稗において，人は与えられた情報をすべて処理するのではなく、 一部の情報だけを利用し，論

理的ではなく経験を基にした判断固いわゆるヒューリスティックな判断を行っているc 外界の情報

は，それ自身が意味を持っているわけではない。情報の受け手である人がそれを受け取ったときに

意味が作りょげられるc つまり．受け手がその情報をどのように受けdめ，どのように理解するか

によってその章味や価値が異なってくるのである（邑本‘20l l）。

人が対象物をどのように理解しているのか、計賞機，コンビューター‘コンビ1ーターテキス卜

編集などの人間と技術的対象物との相互作附について認知 l：学の視点から研究を行ってきた

Norman ( 1983）は‘メンタルモデルの不完全さ，流動性の高さ，情報処理への効率性など，その特性

について昌及している＝さらに，メンタルモデルの可能’性として，第 a に．観察‘構成，推論によ

って獲得した個人の信念システムを理解できる三と、第二に、偽l々 人のメンタルモデルと身体的世

界の煩｛以件をみることができること、第三に，位向性の理解と行動の予測ができることを挙げてい

るι 以ヒを踏まえると、人と外界の表象過程におけるメンタルモデルは対象を捉えるべく常に変化

し， 「動く d ことのできる操作可能なモデルを意味しているc メンタルモデルは‘人の複雑かつ流動
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的な情報理解や情報処理を促える概念としで，ヒュ「マンエラ←研究やユーザビ I）ティ研究で用い

られている（ilJ中・三宅・ l~J 1)<, 2010），さらに， LL；問的な研究として．スポーツ指導お 音楽指導省．

教師Iの持つメンタルモデルを検討したものがあるc

北村・永ilJ.tr~藤（2007）は‘優れた音楽指導f告が指導場iitiにおいて状況をどのように理解し．ど

のような意図と見通しを持ち持運を行っているか．信導者のもつ指導観司指導意図及び指導行動の

全体像をメンタルモデルの概念を用いて明らかにしているe 音楽指導者の...連の指導的関わりの全

体構造を＋指導メンタルモデル」「指導行動ー「指導H的d lこわけ， r状況要［河Jの関連も合わせて示

しているc 指導者がとれまでの経験から「校能向得」「志向性の形成J「支援的環境の構築lという

メンタルモデルを持ち，最終的な円的としでの「学習(Iーの熟練」に向けて「技術河熟に関わる指導

行動ーと「創造性を促す指導行動」を行うといった相互の関連性を示しているc このように，指導

者の持つ認識枠組みが指導円的に向かう方向性は，指導者の認知的側面を動的なものとして捉えて

いるといえるc さらに．そのような動的な認知と指導行動との関連を描くごとにより，音楽指導f[

iJJの全体像に迫ることを可能にしているc 三の全体像の把揮により，指導者自身が指導行動の Aつ

ひとつについて，その指導円的の中に位置づけて再点検する際の有効な判断材料になり得るとして

いる。

さらに、児童・生徒の教科に関するメンタルモデルを検討した研究も行われており．具体的な授

業場面に生徒が抱いているメンタルモデルを利用するととで，児童・生徒の思考を踏まえた効果的

な授業の提案が可能になるとと．自分の持っているメンタルモデル他者の持っているメンタルモデ

ルを比較することで，自他の考え方の差異に気づぎ，自分のメンタルモデルの問題点を修正するよ

うな学習機会を作ることが可能になることを円指している（有｝↑｜・丸野， 1998；和田，2011 ), 

以上のように専門家・指導者，児童・生徒を対象にした研究では，人が人そのものや人の思考に

対して持つメンタルモデルが検討されてきたc それにより従来の保台者・教師の意思決定や実践的

思考研究では捨象されてきた複線かつ柔軟な側IMを、包括的に捉える試みが行われたc また．内｛±

化されている認知をメンタルモデルとして取り出すことで，供｜人特有の認識枠組みを明らかにし．

白己内の調整と他諸問の調整により，より文脈や状況に応じた適切なメンタルモデルへと修正して

いく三との可能性が示された。

保育研究における今後の課題

最後~＝，保育研究においてメンタルモデルという概念を用いることで、どのような成果が期待で‘

ぎ．そこからどのような課也が見出せるのかについて検討するc

第一に，メンタルモデルという形で認知的側面を顕街化させることで，信念や知識を合む自分の

子どもの促えかを客観的に捉えることが可能になるzそしてより保育行為と合わせた全体像の1f1で

問題点の修圧がしやすくなることが期待できるε 保育者ーのFl々 の実践を振り返る省察が、保育者と

しての成長や専門性の向上を支えている（秋叶‘2000），しかし，実際は何をどのように振り返るこ

とが．保育の改善：：繋がるのかは明篠に示されていないため，個人の程度や力量に任されている側

tMが大きい＝本来E 省察とは，閑文化や経験の蓄績から自分の認識枠組みが｜吋定fじすることを｜坊ぎ、
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修ff.同情築をし続けることを片的としているむその点においても司メンタルモデルによる認知的

側面の顕在化は．保育者ω省察をより促進するものになると考えられるc

第二に，経験で変化するメンタルモデルを検討することで‘初期に形成したメンタルモデルはど

のように変化していくのか．またそのメンタルモデルを作り変える促進要因は何かをぷす三とが可

能になるc 例えば‘保育省になるがIの養成段階では，保育行為の某準になるものは，自分白身の成

育歴．教育歴，実習先の保育1者の保育行為や，意識が中心になると考えられるぐまた．保育持になっ

てからは， liiJ僚保育~. u割)j針，自己の保育経験の蓄積がメンタルモデルを構築さぜていくだろう c

保育行為の熟達レベルだけでなく、その背景にある認知的側l引の発達過程を，個別にまたは属性や

経験で捉えることで‘より段階的な多様な研修・学習フログラムを開発がi可能になると考えられる乞

第三に．メンタルモデルという形での顕在化とその発達過程の検討により，保育書聞の比較・共

有が可能になる。戸田（2008）は，関内研究などで保育者同：Lの互いの理解が閑難であるために．保

育行為の連携が卜分なものにならないことの問題として，保育行為の判断の線拠としての価値の相

違ーを挙げているc戸出（2008）のいう保育行為の判断の根拠としての価値とは，言いかえれば．個々

の保育者の経験や生活に基づく信念であるといえるε これまでに信念とは，経験に基づき形成され

るもので個人固有のものであるとされてきたe 上；＆の通り，保育行為と信念の結びつきは非常に強

いcそのため，保育者集団として連携していく場合には，互いに認識枠組みの共有が不可欠であり，

そとには共有可能な形態として描いていく必要ーがあるc 保育行為の全体像をポすメンタルモデルの

概念は，それを可能にするものと考えられるc

本稿では，保育者の認知的側面に｜羽する研究を概観するとともに，経験や知識を元に作り上げら

れた心的枠組みであるメンタルモデルという概念の事入を健案したι メンタルモデルは．保育行の

認知的側面の動的な全体像を促えることと司動的な認知的側面の獲得される過程について厳密な記

述と検証を行うことを可能にするc 今後， 子ども理解に合まれる構成概念を精激化し、認知的側而

を顕在化させる三とにより句保育4貯の専門性向ヒの知JQが得られるような実証的研究そ進めていく

とともに，保育f雪の研修プログラムの開発などの実証的な研究に取り組んでいく必要があるご
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